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第 1回「未来について語り合う会」 
 

今年も残すところ後わずかとなりました。平素は、本校の

教育推進に格別のご理解とご支援をいただき感謝いたし

ております。保護者の皆様には年末のお忙しい中、三者面

談に足をお運びいただきありがとうございました。 

１２月 4日(水)に生徒会主催の第 1回「未来について

語り合う会」を実施いたしました。当日は、保護者の方々を

はじめ、若浦中学校区以外から、３０名ほどの先生方に参

加いただきました。各学校と教育委員会への案内も生徒が

作成しました。ねらいを「これまで培ってきた認知・非認知能力を発揮し、圧倒的当事者意識を向

上させる」としました。生徒の姿は、皆様にはどのように映ったでしょうか？   

多くの方々から感想をいただきましたので、一部紹介させていただきます。 

『生徒さんたちの雰囲気、先生たちの温かさ、学校としてとても豊かな文化が創られていると思  

います。こんな学校に通えている生徒さんたちは幸せなのだろうと思います。』 

『どのクラス、どの活動を見ても生徒が主体的に取り組んでいる姿があり、感動しました。特に 

「わくわくタイム」「テーマ討論会」で自分のことについて語る生徒の様子からは、非認知能  

力の高さを感じました。』 

『生徒の皆さんが中心となり、企画されたとのことで、生徒さんの生き生きとした姿が印象的で 

した。探究活動や教え合いも、生徒一人一人が主体的に取り組み、たいへん素晴らしい姿を 

見せていただきました。』 

『一人の生徒が立っている自分に「どうぞ座ってください。」と言ってきたり、もう一人の生徒が 

周りの先生のためにイスを用意したりといった姿が見れたのが良かったです。』 

今後も生徒が「楽しい」と感じる学校教育活動を通じて、何事にも当事者意識を発揮する生徒

を育んでまいりたいと思います。 

さて、明日から冬休みに入ります。冬休み中は生活の

中心が家庭となります。交通事故等には十分気を付ける

とともに、体調管理に努め、コロナ・インフルエンザ等の感

染予防に引き続き留意するよう、ご家庭でのご指導、地域

での見守りをよろしくお願いいたします。 

最後に、ご家族お揃いで良いお年を迎えられることを

願って、２学期終了のご挨拶とさせていただきます。   

          

 校  長  鈴木 俊治 
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＜各種表彰> 

 第３９回かもめ駅伝大会 

    若浦A  ３位 （菊本 瑛太、東野 匠馬、森 大地、 

國松 謙心、丸山 悠翔、有馬 隆太） 

菊本 瑛太  最優秀選手賞、第１区区間賞 

大木 拓海  第３区区間賞 

 第２６回「地球社会に生きる」小中学生作文 

    堂田 迅ああ 教育長賞「家庭から始まるジェンダー平等」 

    酒井 美音あ 優良賞「SDGｓ持続可能な開発目標」 

    山﨑 あさひ 優良賞「すべての人に健康と福祉を」 

１月の行事予定
 

６(月) 学校仕事始め 

８(水) ３学期始業式、給食無し、休部日、１２：15下校 

９(木) ２測定、給食開始 

10（金）放：中３ふりスタ、SC安川先生 

14（火）放：中１ふりスタ 

15(水) 休部日 

       ２年生：令和７年度全国学力・学習状況調査事前確認 

17(金) 中学生保護者授業参観日（９：００～９：45） 

      小学６年生保護者授業参観日（９：55～10：４０） 

      小学６年生保護者対象入学説明会（１０：50～11：35） 

放：中３ふりスタ、SC安川先生 

２１(火) 放：中２ふりスタ 

２２(水) 休部日、SSW粟生先生 

２４(金) 英語検定 

        放：中３ふりスタ、SC安川先生 

28(火) 放：中１ふりスタ 

29（水）若浦中学校区小中一貫研修会、 

休部日 13:10下校 タクシーあり  

３１(金) 漢字検定 

放：中３ふりスタ、SC安川先生 

＜12/4(水) 未来について語り合う会＞ 

   「これまで培ってきた認知・非認知能力を発揮し、圧倒的当事者

意識を向上させる」ことをねらいとし、生徒会主催の研究発表会

「未来について語り合う会」を開催しました。来校者のお迎えから

司会進行、探究発表、テーマ協議まで生徒が主体となって開催し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜来校者の感想＞ 

〇質問に対する応答の力（コミュニケーションの力）が若浦の子は

とても高いなと思いました。質問が出ないときは「逆に・・・」と質

問され、また会話が続いていく。その中でアイデアも生まれ、話

していて楽しかったです。 

〇「入学したときから自分たちで自分たちのことをやるのが普通

です。」と話している生徒の言葉が印象的でした。自分たちで動

かすことが当事者意識を生み出すことにつながるのだと勉強さ

せてもらいました。 

＜１2/11（水）SHOGENさん来校若浦中学校楽描祭＞ 

ペンキ画家のSHOGENさんをお招きして、お話を聞かせて

いただきました。その後、ペンキアートに取り組みました。 

   

   
＜生徒の感想＞ 

〇完成して１枚の紙にみんなが描いていて一体感があり楽し

かったし、気軽にみんなと話せた。 

〇自分の考え方とか価値観はひとそれぞれだけど、自分の視

点にとらわれず、広い視野をもつことで、人間関係が深まって

いくと分かりました。 

＜１2/18（水）小学６年生部活動体験＞ 

大浦小学校、朝来小学校の６年生が若浦中学校で部活動

体験を行いました。各部活動で、２年生を中心に計画を立て、

工夫して部活動の楽しさを６年生に伝えました。また、部活動

に入っていない生徒も、６年生の誘導や準備体操の号令・お

手本などで活躍しました。 

年末・年始の「緊急連絡先」のお知らせ（教育委員会より） 

１２月２８日(土)～１月５日（日）の期間を「学校閉

鎖日」とさせていただき、市立小・中学校は原則不在に

なります。 

緊急の場合は、下記に連絡してください。状況に応じ

て学校の先生にお伝えするなどの対応をさせていただ

きます。 

いじめ相談ダイヤル（66-2210）、いじめ相談メール（mai-my-sodan@kyoto-be.ne.jp）は期間中も開設しま

す。ただし、メールの返信は、１月６日（月）以降になります。ご理解いただきますよう、お願いいたします 

連 絡 先 ： 舞鶴市教育委員会 

電 話 ： 090―3037―5561（期間中のみの公用携帯電話） 

 受付日時 ： １２/３０（月）、１２/３１（火）、１/２（木）、１/３（金） 

午前８時３０分～午後５時00分まで ※土・日・祝日を除きます 


